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スウェーデンと日本

Sweden and ]apan 

理事慶応義塾大学教授 丸尾 直 美

スウェーデンと私の縁は、1963年に北欧三国の

労働者教育協会のご好意で、北欧を訪れたときに

始まる。そのとき、スウェーデンの普遍主義的な

社会保障、ケインズ的雇用政策に労働市場政策を

組み合わせた積極的雇用政策、まだて、きたばかり

のファシユタなどのニュータウンと都市計画、な

どをみて、強いカルチュラル ショックを受けた

のが、私のスウェーデン研究の契機であった。以

来、 15回以上、スウェーチンを訪れ、スウェーデ

ンの経済政策、福祉政策、環境政策等を調査し、

日本に紹介する機会を得た。スウェーデンの政策

は日本にははかり知れない影響を与えてきた。老

人と障害者に対する福祉サービスはL、つも注目さ

れてきた。 1970年のはじめにスウェーデン政府の

御招待を受けてスウェーデンを訪問したときには、

マルメ市にできたサービス・ハウジングの先進性

に感銘 し、毎日エコノミストや「脱GNP時代」

という拙著で紹介した。その後、スウェーデンの

福祉政策は更に発展し、今ではサービス ハウシ

ングもつくられなくなり 、在宅サービスを重視す

るようになったが、ノーマライゼーションの理念

に基ずく北欧型の福祉サービスの日本への影響は

今も強い。年金ではスウェーデンの二階建公的年

金制度が日本の年金改革のモデルとされた。最近

では、出生率低下に直面して、スウェーデンの出

産休暇や介護休暇、児童手当制への関心が高まっ

ている。労使関係では経営参加と労働環境人間化

が注視され、雇用政策では、労働市場の質的ミス

マッチを調整する労働市場政策が 日本でも最近重

Director， Prof. Naomi Maruo 

視されるようにな った。都市計画と環境政策でも

スウェ ーデンが再び注目されている。

一方、福祉国家に批判的な人びとは、スウェー

デンの経済が好調のときは沈黙するが、不調にな

ると勢いづいて福祉病 「スウェーデン病」の危険

を訴える。 1980年代後半のスウェーデン経済は好

調で、スタグフレーションと財政赤字と国際収支

の赤字を克服したが、昨年初来、スウェーデン経

済は停滞し、しかもインフレ率が10%を越して再

び、経済的困難に直面し、賃上げ抑制や税制改革

で困難を克服しようとしている。スウェーデンが

福祉国家のジレ ンマと経済民主主義のジレンマを

内包していることは否定できないが、スウェーデ

ンがこ うしたシレンマを超える政策と新たな シス

テム改革を行ない、現在の困難を克服することを

期待したい。
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スウェーデン王立科学アカデミーで講演して
Delivered a Lecture at the Roya1 Swedish Academy of Sciences 

顧問早稲田大学教授 中嶋 博

Adviser Prof. Hiroshi Nakajima 

T.フセーン教授のご推挙で 講演は45分より女性で副院長のProf.Kerstin 

去る12月下旬、北海道に出張中に、スウェーデ Lindah1-Kiess1ing (ウップサラ大)の司会によ

ン王立科学アカデミー (Kungl.Vetenskap- り行われた。

sakademien)事務総長Prof.Carl-01of Jacobson 大体の要旨はさきに述べた通りであるが、フ

より Faxがあり、来たる 3月来瑞の由Prof. セーン教授のかねてからの指示でスライドを併用

Torsten Husenより聞いたが、13日午後6時半より、 し、説明をより明瞭にした。例えば早稲田大学人

‘日本における高等教育と研究一現状と課題一' 間科学部入口の大きなカ ーノレ・ミレスの手になる

について講演をしてもらL、たし、との招請状が送ら 天朔ける彫塑には感歎の声が上がった。また当研

れてきており、春季プログラム印刷の都合上、講演 究所および日瑞基金のことにふれると共に、アカ

の要旨を大至急送ってもらし、たし、との付言があった。

l昨年秋、当研究所と関係の深いフセ ーン教授

が国際高等教育会議出席で来日された際、是非近

いうちに自分も会員であるアカデミーで話をして

もらいたいとの依頼は受けてはし、たが、突然返事

を求められ、有難いやら、これは大変なことだと

l晩熟考の末次の要旨をファックスで送った。

講演の概要

本講演は、日本における高等教育と研究の現状

と課題について、比較 国際的展望、とりわけス

ウェーデンに言及しながら明らかにしようとする

ものである。日本の高等教育と研究の長所と考え

られるものの中には、すべての人が教育を利用出 う

来、私立大学の積極的役割、筑波大学の独特な学

際的研究、私企業内研究がある。また短所と考え

られるものには、有名大学進学への織烈な競争、

成人の高等教育進学機会の欠如、国際的共同研究

プロジェクトへの支援の不十分、人文 ・社会科学

への研究費配分の少なさがある。資料は各種報告

書や白書、さらに中教審、大学審議会、科学技術

審議会、 OECDのような国際機関等の近時の勧

告を参照する予定である、と。

日本の弱点こそ学びたい点

シルヤ ・ラインで凍るパノレ卜海を予定通りスト

ックホノレムに 3月10日(日)着き、旅装をといた

ところにフセーン教授が電話下され、明朝大学に

来るようにとのこと。そして草稿を丁寧に見られ、

いくつかの箇所で細かい表現上の修正をされ、さ

らに午後にはアカデミー講演会場のチェックにご

案内いただL、た。

さて 3月13日(水)午後 6時半よりの例会で事

業報告と学術奨励賞の授与(3人であったか 4人

であったか分らないほど緊張していた)があり、
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デミーと協定を締結している日本学術振興会の日

瑞研究者交流の実態も詳述した。

45分ということで、 7時半きっかりで打切り質

問に入った。いくつもの質問を受けたが、その大

半は、日本で問題にされている受験競争こそ卓越

を育てるものであり、学生の年齢は日本のように

若いほうが良いといった内容のもので、大いに考

えさせられた。さて討論が白熱し、少々困ったな

と感じた時、フセーン教授が発言を求められ、い

ろいろの見解はあろうが中嶋の指摘は正しいとさ

れ、恐縮した。

忘れ難い夕食会

演壇を降りると共に、‘ブラボー' ‘エグセレン

ト'と次々に握手を求められ、 一瞬ボーッとして

し、ると‘ダーゲンス・ニィへーテル'紙記者との

インタビュー。そこへ副院長。‘さあ、夕食会へ'

と、腕をガチッ卜組まれて小雪の降る中を隣りの

クラブ ハウスへ。

皆の拍手の中、メインテ ーフソレに着席すると隣

りは高等教育庁長官のProf.Gunnar Brodin。こ

のお二人にはさまれて、生涯忘れ難い、それは楽

しい夕食会を10時過ぎまで楽しんだ。ブロディン

長官は、新築のスウェーデン大使館開所式の講演

に行くので、東京で再会しようと約束されたが、

今日 4月 5日にお目にかかった。

3月24日(日)スウェーデンを去るに際し、フ

セーン教授に、ご令室の病が重い最中にもかかわ

らず、何かとお世話し、ただL、たことに御礼を申し

上げようと電話を入れると、逆にアカデミーの一

同に代って改めて貴君の素敵な講演に対し感謝し

たし、といわれ感涙。そして改めて、いささかのス

ウェーデンの社会研究・また比較・国際教育学を

専攻してよかったと感じた次第て、あった。

• 

• 



ONSDAG = WEDNESDA Y 

英語では月を表すのに 1月をJanuary、 2月を

February. .と呼んで日本のように数字を用いる

ことはしない。ヨーロッパ諸国の呼び方もおおむ

ねこれと同じで、発音・表記上の変化が多少のバ

リエーションを作っているに過ぎなレ。この各月

の呼び方のなりたちを調べてみると面白いことが

わかる。

まず英和辞典をヲ!¥，、てみると、次のようになる。

January Month of Janus 

February Month of Expiation 

March Month of Mars 

April Month of Aprilis 

乱I{ay Month of May ( = Maius) 

June Month of Junius 

July Month of Julian (= Julius) 

August Month of Augustus 

September Seventh month 

October Eighth month 

November Nineth month 

December Tenth month 

そして、古代の暦では 3月を年始として計算し

たので 9月以下は上記のようになっているのだと

説明されている。

そこで、プルタークの英雄伝をみると、ヌマの

伝記の中に次のような記述がある。ヌマというの

は、ロムノレスの死後ローマを形成していた 2つの

部族(ローマ族とサービニィ族)の双方から尊敬

され得る人物として、サービニィ族の中の声望の

ある者をローマ市民がローマの王に選んだことに

よって、王位についた人で、戦いよりも平和を欲

した王で、あるとされる。この王はまた森林を迫遥

し、女神と交わったとも伝えられている。ビュタ

ゴラスの友人だったともいわれる。この王がロム

ルスの時代の暦法をかえたというのである。

ロムノレスの時代の暦は、マルスの月(即ち 3月)

を第 l番目の月として、その後10番まで11頂に番号

を打ってあったとし寸。(現在の l、 2月は11番

目、 12番目の月だったらしいが、プルタークは l

年が10月だったともいっている。)従って、今の

12月はDecemberで、 10番目である。ラテン語の

常磐大学教授 、坂田 仁

Prof. Jin Sakata 

数詞は、 unus、duo、tres、quatuor、quinque、

sex、septem、octo、novem、decemて‘あり、そ

のうちQuintilis、Sextilisは月の名前として現在

のラテン語の辞書に出てくる。 September以後も

同様である。しかし、 Quintilisは後にJuliusに捧

げられ、またSextilisは 2代目のカエサルであった

Augustusに俸げられている。 5月以前の 3つの

月については、 3月は軍神Marsに捧げられて第

l番目の月、第 2番目の月はビーナスの別名であ

るアベーリス神に犠牲を捧げる月と L、う意味で

Aprilisと呼ばれ、その l日には女達がmyrtus(天

人花)の冠を戴し、て水浴にいくことになっていた

という。第 3番目の月はマーイァの月として

Maiusと呼ばれていた。

以上の順番のMartiusの前にヌマは 2つの月を

置いたのである。そのひとつ、 2月は浄めにちな

んでいる。この月には死んだ人々に供え物をし、

お祭りを行うことになっている。 februumはラテ

ン語で浄め (purification)を意味し、 februaは

浄めの祭りを意味している。他のもひとつ、 1月

はJanusにちなんて'Januariusが置かれた。プノレ

タークは次のように述べている。 「ヌマは、マル

ティウスがマノレスの名をもっているので首位より

移し、あらゆる場合に武力より政治力を重んじよ

うとしたのだと思う。ヤーヌスは非常に古い時代

の、精であったか王であったか、政治的な社交的

な人で、人間の生活を動物的な野蛮なところから

変化させたといわれている。このために人々はこ

れを顔の 2つあるものとして表現し、人間の生活

を lつの形から.i]1jの形を与えたものとしている。」

(岩波文庫版による。)このヤヌスの神殿はロー

マにあり、戦いの聞は門を聞き、平和の聞は門を

閉さすならわしになっていた。ヌマの時代には43

年間もこの門が聞かれなかったといわれている。

ヌマについてプルタークは次のように評している。

「支配者の著しい模範と明らかな生活の中に徳性

をみる者は、自ら進んで賢慮、を懐き、正義心と節

度を具えて自分達に友情と協和を以て接する人の

立派な幸福な生活に化せられるようになり、ここ

にすべての国政の最も見事な目的があり、自分に

3 



服する民にこの生活とこの心持を起こさせる力の

ある人こそ最も王たるにふさわしし、ものなのであ

る。そうしてヌマは誰よりも先にこのことを心得

てし、たように見える。」

これらの月の名は、今はヨ ーロッパ全体にほぼ

共通しているように見えるが、必ずしもそうとはし、

えないのである。たまたま私の自にとまったスウェ

ーデンの暦では月の名が次のようになっている。

l月 Torsmanad (卜 ールの月)

2月 Gojemanad ( ? ) 

3月 Varmanad (春の月)

4月 Grasmanad (草の月)

5月 B10mstermanad (花の月)

6月 Sommarmanad (夏の月)

7月 日omanad (乾草の月)

8月 Skorde manad (収穫の月)

9月 Host manad (秋の月)

10月 Slakt manad (屠殺の月)

11月 Vinter manad (冬の月)

12月 Ju1 manad (ユ ーノレの月)

日本語に訳すと味気ないが、言葉の感覚からす

ると、「むっき」、「きさらぎ」、「やよし、」 といっ

た感じである。そして、そのそれぞれの月に歌が

金曜日 Fredag Friday Freitag 

土曜日 Lorday Saturday Sonnabend 

日曜は太陽の日で月曜は月の日である。この 2

つには何もいうことはなし、。火曜日のTisdayは、

ケソレマンの神Tyrの日である。テューノレというの

は、いわゆるアース神の中で最も勇気のある神と

されている。フェンリル狼をわなにかけた時に自

分の片手を狼の口の中に突っ込み、食いちぎられ

た話は有名である。つづいて、水曜日はオーディ

ンの日である。オーディンはア ース神の中の最高

神で、万物の父である。軍の神であると同時に、

知恵の神、詩の神である。ルーン文字の神でもあ

る。英語のWednesdayとはオーディンのL神の日

(W odanstag)が変化したものだという。スウェー

デン語のOnsdagもこれに由来してしる。 Wodan ~ 
とはドイツ語でオーディンのことを指すといわれ

ている。ところが、現在のト‘イア語ではMit-

woch(週の真中の日)とは何とも平凡な表現にな

っている。キリスト教の神にゲルマンの神が遠慮、

したのであろうか。木曜日はト ルの日である。

トールはゲノレマンの強者である。オ ディンとヨ

ノレズの子として神々の中でほ最も力が強く、 2頭

の山羊のヲ|く車に乗って天空を駆け巡り、その時

ついていて、 トーノレの月の歌は、 「この月に、俺 に岩は震え、亀裂を生じ、大地は車の下で燃える

は肉をいぶす。ただ食い、酒を飲む。俺は自分の とL、う。雷である。トールは巨人達と戦い、神々

血を一滴も流したくない。この月に血を流しでも l と人聞を巨人から守るのである。 ドイツ語のDon-

何にもならないからだ。」となっているo ただし、

この訳は私の勝手訳なので誤りがあると思う。以

下 2月以後のもあるが、極めて難解で私の手には

負えなし、。どなたかに本誌誌上で御教示、ご紹介

を頂けると有難いと思う。

これらの古い月の名がキリスト教の伝来によ っ

て失われてラテン風に変わったのが、或L、はラテン

風の月の入ってきた後に判りやすい自国風の名前

がついたのか、これも誰かに教えて頂ければと思う。

ところが、これが曜日の呼び方になると事態は

一変する。ここにはケ、ルマン的な要素が色濃く残

っているのである。英語、 ドイツ語とともに示す

と次のようになる。

スウェ ーデy語 英語 ドイツ語

日曜日 Sonday Sunday Sontag 

月曜日 Manday Monday 民10ntag

火曜日 Tisday Tuesday Dienstag 

水曜日 Onsday 羽Tednesday Mitwoch 

木曜日 Torsday Thursday Donnerstag 
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nerはTorのことである。 Thursdayも同じニュア

ンスをもっている。金曜日はFriggの日である。

フリッグというのは、女神でオーディンの妻であ

る。アース女神の第 l位にある。人間の運命をよ

く知りながら沈黙を守るという。そして他の女神 . 

はその侍女であるとしづ。その神の名をもった日、

それが、 Friday、Freitag、Fredagである。最後

に土曜日であるが、パイキングはこの日を体を洗

う日にしていたらしい。実際にはパイキングは年

に数回しか風呂に入らなかったといわれているら

しいが、土曜日が洗うとし、う意味をも っているの

は面白いと思う。英語では、ローマの農耕の神

Satturnの名を借り、 ドイツ語では祭りの前の日

といった感じである。

こうしてみてくると、ケザルマン語系統のことば

の月の名はローマに由来し、曜日の名はロ ーマ(或

L、はキリスト教)に遠慮、しつつ、自らの伝統を守

っているのだろうか。

(H 03-02-12家調協雑誌13号より l部訂正して転載。)



お知らせ

スウェーデン大使館竣工

港区六本木にあるスウェーデン大使館の庁舎は昨

年より新築工事が行われていたが、今春竣工した。

竣工式にはイングヴアル・カールソン首相が出席

されたが、当研究所からは西村理事長、岡沢常務理

事が出席して竣工を祝った。

新庁舎は、 8階建で、 1~ 2階は大使館のオフィ

スで、 3 階には大使の公邸があり、 4~8 階は大使

館の方々の宿舎等に当てられている。

地下には、プール、サウナ、アスレチックルーム、

スカッシュルームなどがあり 、全館が極めて機能的

に出来ている。

来日された力一ルソン首相と
岡沢憲芙当研究所常務理事

研究会報告

スウェーデンに関心の深いわれわれにとって、新

庁舎の偉容は大きな誇りであると共に、スウェーデ

ンの諸事情を学ぶ上に、従来に増した便宜を与えて

いただけるものと期待する次第である。

政治問題研究会

去る 3月27日、当研究所事務室にて、北海道東海大学教授武田龍夫氏の講話を中心に、最

近のスウェーデンの外交についてと題した研究会が聞かれた。

講話は対パノレト三国と中東湾岸関係が中心で、バルト三国については、フィンランドを除

いた北欧三国の所謂「北欧スタンス」は三国との連帯を重視し三国の独立を支持する姿勢を

示し、北欧理事会も、国際会議で三国の独立を承認することを希望しており、中東湾岸につ

いては、スウェーデンは積極中立から、やや国際協調的中立主義に姿勢を変えた事情を説明

され、今後わが国も自己主張外交への移行が必要て、あると述べられた。

f 

くSIPニュース〉

80年代の独身の増加をもたらした家庭の形成と解消

中央統計局のレポートによると、現代のスウェーデンのカッフ。ノレの同棲と別れは1980年代以前の傾向

とは全く異な ってきており、これは家族構造の絶え間ない変化に起因するものであるとしづ。 180年代

の家庭の形成と解消」というタイトノレがつけられた同局のレポートは結婚、離婚、同棲に関する統計に

基づき、現代の生活様式を認識することに役立つといわれてしる。

スウェーデンでは毎年 8万から 9万の新しい家庭が形成される。 1960年代には結婚件数が 5万から 6

万件であったので、これは大幅な増加である。しかしながら、 80年代に入ってからの従来の法的な結婚

は年間わずか 4万件にすぎず、新しく形成される家庭の大多数は同棲にもとずいており、この傾向はと

りわけ20-29歳の比較的若い年代層に多く見られる。結婚しているカッフ.ルの大半も同棲経験を有して
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いるのが一般的である。

結婚数の落ち込みは新しく形成された同棲関係によってほぼ埋め合わされているものの、全体的には、

これらの統計値で、独身数が増加し、家庭数が減っていることがわかる。

スウェーデンでは、 1970年代半ば以降、離婚率が極めて高いが、同棲カッフ.ルの関係解消率はこれを

さらに上回るといわれる。また、若年層カッフ。ル間及び‘年齢差のあるカップノレ聞の関係が最も脆弱であ

る。なお、遠い国々からの移民はたとえ、異なる伝統をもっていても、一般的に同棲関係より正規の結

婚を好む傾向にある。スウェーデン人と移民とのカップノレには統計的にいって、文化的に均質のカップ

ルに比べて、結婚もしくは同棲関係がうまくし、く割合が低いということである。

毎年、約 4万2，000人の子供達が家庭の崩壊を経験しており、このうち片親の死亡によるケ ースはわ

ずかに3，000件にすぎない。しかしながら、スウェーデンの子供の80%は実の両親のいる家庭で生活し

ている。 (SIP016/91) 

有害放出物の生態への影響を正確に指摘するコンビューターシステム

スウェーデンのウプサラ大学の堆積学者ラーシュ・ホーカンソン教授 (ProfessorLars Hakanson) 

が、此の程、有害放出物の水環境の生態への影響に関する多量の相反する情報を理解するためのコンビ

ュータシステムを開発した。同システムは環境保護庁の後援を得て開発されたもので、地方政府や州議

会が複雑な環境問題に関する意志決定をする際の貴重な一助となるものと見られる。

解答を求められる基本的問題は特定の水環境(海、沿岸、湖、川)に特定の放出物がどんな生態上の

影響を与えるか、ということである。ホーカンソン教授によれば、これを査定するには、同じ放出物で

も環境が異なれば、異なった影響が生ずるため、あらゆる生態系を研究することが不可欠であるとし、う。

見当違いの環境上の決定による意外な結果の一例として、同教授は湖の水銀レベノレを減じるために建造

された浄化設備をあげている。重要な生態上の連関要素を見落としていたため、同装置の設備は完全に

逆効果であったと L、う。

ホーカンソン教授のコンピュータシステムは環境上有害な物質の特定の基本的要素並びに様 4なタイ

プの水域におけるそれらの物質の多様な影響を取り扱おうとしている。同教授の研究過程においては、

特定の要素が、他より統計的に重要であることが判明した。例えば、水銀の場合、そのレベルは魚の水

銀濃度を測定することによって決定されるので、考慮すべき主要な要素は湖のベーハー値、放出量、生

物生産量である。

酸性度と水銀中毒へのかかりやすさの聞には重要な相関があり、ぺーハー値が低い酸性の湖では、魚、

は比較的多くの水銀を吸収する。過度の肥沃化も影響があり、生物生産量が高い時には、多量の魚、藻

類、プランクトンは水銀が大きな生物量に広がっており、それらがそれぞれ少量ずつ吸収されているこ

とを意味している。

最も重要な連関要素は精密に示されるが、最終的結論は、特定の水環境への特定の物質の最も顕著な

影響が明確に識別できる評価表として表わされる。なお、同チャー卜は適正な対策の案出にも役立つと

いうことである。

水銀、放射性セゾゥム、リンといった物質の評価表は、現在既につくられているが、他の物質に関す

るデータを同様のチャートで表わすことは比較的容易だといわれる。政治的意志決定のレベノ九では、同

コンビュータシステムは決定の環境的様相を即刻、正確に指摘すると共に、費用効果分析を促進する。

同システムはまた、効果のない多数の改善策や、さらに悪い場合は「小難を逃れて大難に陥る」ような

措置が講じられるのを防止するのに役立つということである。 (SIP043/91) 

正誤

前号 (Vo1.23 No. 3) 2ページの左行下より 4行目上智大学教授の次の(民事訴訟法)は、

(民法)が正しいのでお詫びして訂正いたします。
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